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研究成果の概要（和文）：　漆紙文書や日本出土木簡『論語』、『論語集解』を中心に敦煌本、開成石経、日本旧鈔本
など校勘作業を行ない、日本出土木簡『論語』テキストの持つ書誌学的体例を考察した。何晏『論語集解』については
日本旧鈔本、敦煌出土本の体例とほぼ同じであり、奈良期の地方官衙にまで集解系統のテキストが浸透していたのでは
ないかと推定した。
　漢代～六朝期の儒教経典の変遷をたどる上で重要な問題である、漢代経学の古文系・今文系のテキスト問題、解釈の
対立について考究した。特に、漆紙文書『古文孝経孔氏伝』が持つ古文系（隷古定か？）とされる文字について検討を
行い、今文古文問題とは異なる問題をふくむのではないかと推定した。
．

研究成果の概要（英文）：Focusing on Urushigamimonjo and Japan-unearthed mokkan Lunyu and Lunyujijie ,we ex
amined variations in writing among Dunhuang",Kaichengshijing",and Post-Heian manuscripts,which leads to co
nsiderations on the bibliographic forms found in the Japan-undearthed mokkan Lunyu .Heyan and Lunyujiiie s
hare almost the same form with Post-Heian manuscripts and Dunhuang ,and can therefore be hypothesized that
 this text permeated regional government offices in Nara Era.This study considers conflicting interpretati
ons between Guwen and Jinwen texts of Handaijingxue,which is extremely important when we trace the changes
 found in the Confucius Canon from Handai to Liuchao Era.Our special concern is placed on the ancient styl
e of the characters which the UrushigamimonjoGuwenxiaojingkongshizhuan is assumed to contain.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 1980 年代以降日本各地で木簡・漆紙文書が

出土し、その出土物に儒家経典である『論語』

や『古文孝経孔氏伝』の残簡が含まれている。

出土例は、これら儒家経典の日本伝来の下限

時期を確定することに有効であった。しかし、

従来はこれら漆紙文書を中国文献学の文脈

に組み入れて論じることは少なかった。本研

究では、この漆紙文書『論語』ならびに『古

文孝経孔氏伝』および出土木簡『論語』等を、

テキスト校訂のための資料として利用する

ことを企図した。 

 

２．研究の目的 

 現行の儒家経典の文献テキストは、宋代以

降の刊本を元に開成石経や敦煌出土テキス

トを利用し、清朝考証学などの校勘学の成果

を取り入れた校訂テキストが用いられてい

る。本研究はより古いテキストに近づくこと

を目的として、出土文物（漆紙文書・出土木

簡）や日本伝来の旧鈔本を校勘の資料として

用いて、唐・開成石経以前のテキスト（以後

これを「南北朝隋テキスト」とよぶ。）を復

原することをめざした。このことは、 

（１）『論語』については、漢代の出土『論

語』と南北朝隋テキストとの比較により、漢

代から隋唐期のテキスト変容過程を知るこ

とが可能となる。 

（２）『古文孝経孔氏伝』については、中国

で本書が唐代に亡び、中国側の資料では、そ

の開成石経以前の実態が不明であることか

ら、日本側の資料を用いることで『古文孝経

孔氏伝』の南北朝隋テキストを推定復原でき、

本経書の歴史的問題とされる、劉歆偽作説を

考える上で必要な材料を提供することが可

能である。 

という版本以前の個別テキスト復原を目的

とした。さらにこの結果を基に、経書一般の

漢代から六朝・隋唐の儒教経典テキストの変

容の法則性を推測することを目的とした。 

３．研究の方法 

 本研究は先ずテキスト確定のために、文字

の異同については校勘学の方法を用いた。文

字の異同発生の要因として、文字の字形につ

いては、写巻・石刻史料に出現する異体字・

俗字化現象の歴史的変遷を追う漢字字体史

の研究成果を採用し、本研究で使用する資料

で出現する異体字・俗字の使用年代を個々に

確定し、その使用数が最大値を示すところを

そのテキストの書写年代あるいは伝来祖本

の書写年代とする方法を用いた。また、文字

異同の音韻的要素の解明については、清朝考

証学の仮借の方法を用いた。 

 

４．研究成果 

 研究成果について年次を追って報告して

ゆく。平成 23 年度は、主に全国で出土して

いる『論語』および『孝経』の漆紙文書・木

簡資料等の収集にあたった。胆沢城跡地区の

『古文孝経孔氏伝』の写真版、多賀城地区の

『古文孝経孔氏伝』の写真版、飛鳥京、飛鳥

池遺跡、石上遺跡、藤原京、平城京、長屋王

邸、平城二条大路、東大寺、徳島県観音寺遺

跡から出土した木簡『論語』本文のデータ入

力を行った。調査の結果、胆沢城跡の漆紙文

書『古文孝経孔氏伝』が隷定古字とされる特

異な異体字を含み、テキストの鈔写年代もし

くは伝来祖本の年代を推定する重要な手掛

かりとなることが期待された。この『古文孝

経孔氏伝』の字体・字形から南北朝隋テキス

トの復原を試みる方法と同様に、木簡・およ

び漆紙文書『論語』の書体を通じて南北朝隋

テキストの復原あるいは祖本の確定が可能

と考え、木簡の影印資料の収集の必要を感じ、

特に木簡『論語』最大文字数の出土を見た徳

島県観音寺遺跡 77 号木簡『論語』の木簡写

真の複写資料物を収集した。漆紙文書『古文

孝経孔氏伝』との比較のため、広く日本鈔本

の複写物を収集した。天理図書館蔵天平断簡、

猿投神社本、三千院本、建治本、錦小路本な



どの奈良時代から戦国時代末にわたる抄本

の複写物を入手し、隷定古字とされる使用例

を調査した。また静嘉堂文庫に隷定古字とさ

れる字体を論究した文章を収める最上徳内

の『孝経白天章』に附属する早川敬明『古孝

経古字考』の存在を知り、同書を調査し影印

を入手した。 

 また、日本の漆紙文書や日本古抄本と文字

の校勘、字体（隷定古字とされる字、異体字、

俗字）の比較を行うため、隋唐期の敦煌文書

やトルファン出土文書に収められる『論語』

および今古文の『孝経』の影印複写物を収集

した。さらに、徳島県観音寺遺跡77号木簡『論

語』が「觚」と呼ばれる形状になっているこ

とから、韓国の6-8世紀の金海出土の『論語』

との校勘、書体比較の必要を感じ、木簡の撮

影された資料や、関係の論文を収集した。 

 なお、『古文孝経孔氏伝』の出土位置を確

認するため胆沢城跡の漆紙文書を発掘した奥

州市埋蔵文化財調査センター所長の佐久間章

氏の案内で現地を視察、同地で発掘された漆

紙文書『古文孝経孔氏伝』が当時の官衙敷地

内での発掘であることを確認、テキストとし

ては朝廷の地方機関の所有のものであり、習

書木簡などに見られる文字の重複、テキスト

の省略など校勘上の不安定さがない点で、 

（１）南北朝隋テキストならびに日本の奈良

期テキストの原貌を推定するのに有効なテキ

ストである。 

（２）日本旧鈔本の鎌倉−室町期テキストの校

合の時代的起点とすることが出来る。 

との結果を得た。 

平成 24 年度の研究成果については、全国

から出土した漆紙文書・木簡資料等の本文デ

ータを、阮元本『十三経注疏』所収の『十三

経注疏校勘記』および陳舜政『論語異文集釈』

を用いて校勘し、『論語』本文の異同を調査

した。徳島県観音寺遺跡７７号木簡の『論語』

の本文は、現行本と著しく異なる。その理由

を解明するため、徳島県観音寺遺跡７７号木

簡の形態が「觚」とよばれる多方体であるこ

とに注目した。「觚」に書かれた『千字文』

は、国内では奈良・飛鳥池遺跡からも出土し、

中国では敦煌漢簡の觚に書かれた『急就篇』、

韓国でも金海・鳳凰臺遺跡出土の觚に書かれ

た『論語』の出土例があり、いずれも経典学

習のための「習書」とされている。観音寺遺

跡出土の『論語』経文の異同理由を「習書」

と考える見方も可能であるが、『論語』本文

の文字転倒や省略などから「習書」以外の用

途も排除できないと推定している。今後の検

討が必要である。 

また、『古文孝経孔氏伝』については、隷

定古字とされる文字、異体字、俗字を字形の

上から、胆沢城遺跡・多賀城遺跡出土の漆紙

文書『古文孝経孔氏伝』と天理図書館蔵天平

断簡、猿投神社本、三千院本、弘安本、建治

本など早期古抄本『古文孝経』ならびに戦国

期の錦小路本『古文孝経』との比較を行った。

その結果、漆紙文書『古文孝経孔氏伝』の伝

える隷定古文とされる字および異体字は、日

本に伝来した隋唐期の劉炫本の原姿を留め

るものであると推定した。この点は、清朝考

証学の学者たちが『古文孝経孔氏伝』を日本

での偽作と見なすことへの反証を提供した

ことになる。一部で日本偽作説がみられる

『古文孝経孔氏伝』テキストの系統研究が、

今回の研究成果により新しい局面を迎える

ことが期待される。また、今日『古文孝経孔

氏伝』は太宰春台の校訂本が底本として広く

使用されているが、今回の漆紙文書および早

期旧抄本による調査によれば、劉炫本の日本

伝来当初からの文字が太宰春台により改訂

されていることを示しており、今後太宰春台

の校訂がどのようなものであったか『古文孝

経』テキストの逐字再検討する必要があるこ

とが判明した。 

平成 25 年度の研究成果は、漆紙文書『古

文孝経孔氏伝』と日本出土木簡『論語』『論

語集解』を中心に校勘作業を通じて隋唐期の



テキスト復原に挑戦した。日本出土木簡『論

語』テキストが、書誌学的体例を考察するう

えで史料的価値を持つものとした。書名、章

題の体例が何晏『論語集解』本の日本旧鈔本、

敦煌出土本の体例とほぼ同じであり、『論語』

単経の木簡であっても、『論語集解』から何

晏注の部分を除いた単経本に依拠したテキ

ストであったことが推定された。このことは、

奈良期には地方官衙にまで『論語集解』系統

のテキストが浸透していたことを示すもの

である。徳島観音寺遺跡出土『論語』木簡に

使用されている文字の字形から、その祖本は

隋代のものではないかと問題提起できたこ

との意義は大きい。またテキストの異同につ

いては、平城京 193 次 SD5300 堯曰篇の出土

木簡残簡から、漢碑に残るような異文が日本

にも伝わっていた可能性について指摘でき

た。今後も日本での出土木簡は増えることが

想定されるが、この字形・字体や各種遺文と

の校合の重要性を示唆するものである。日本

史、考古学研究者が出土木簡の釈文を作成す

る際、現代の流布するテキストに依拠して釈

読するだけでなく、同時代およびそれ以前の

異文や別字体を含むテキストに注意すべき

であると言えよう。中国思想史研究者にあっ

ては、日本出土漆紙文書・木簡資料が中国思

想史研究における版本以前の経書テキスト

の校訂のため有効な一次史料であることか

ら今後とも出土状況に注目し積極的に校勘

作業に利用することが重要だと言える。 

『古文孝経孔氏伝』について漆紙文書およ

び日本旧鈔本『古文孝経孔氏伝』の字体・字

形を中心に中国からの伝来祖本の姿を探求

したが、胆沢城・多賀城地区で出土した『古

文孝経孔氏伝』が字形・字詰めなど書誌学的

形態からみると後世の日本旧鈔本とに強い

類似性が見られ、今後、日本で孝経の木簡

類・漆紙文書が出土した際には、日本旧鈔本

を参照して異体字・俗字を充分に意識した釈

文を作ることが必要となろう。 

胆沢城・多賀城地区の漆紙文書『古文孝経

孔氏伝』に残る隷定古字とされる字を通じて、

テキストの伝来時期やテキストの成立時期

まで実証しようと試みた。写巻・石刻史料に

出現する異体字・俗字化現象の観点からの検

討による、テキストの書写年代あるいは伝来

祖本の書写年代は、隋唐期のものであること

がほぼ推論できた。これは、劉炫の再編集テ

キストとほぼ同時代のものであることを意

味する。このことは日本に残存する『古文孝

経』テキストが、劉炫の再編集時期とほぼ同

時代であり、今後劉炫による再編集か再編集

と称する彼の偽作かを再考する上でより精

確なテキストを提供するという意義を持つ。

こうした観点から、時代を遡り『古文孝経』

の漢代から六朝期にかけての断代テキスト

について復原可能か検討した。劉海宇氏は漢

代には『今文孝経』のみ流布し『古文孝経』

の出土例がないことから、遣隋使・遣唐使に

より日本に齎された六朝期の『古文孝経』に

ついてより詳細な再分析が必要としている。 

『論語』については出土資料の数的限界か

ら『論語』テキスト全般の校訂には至らなか

ったが、奈良期から『論語集解』本系統の浸

透が見られることから、日本に現存する室町

旧鈔本『論語集解』テキストの文字異同につ

いてもその淵源が相当早期（奈良期）にまで

遡及できる可能性がある。こうした今後の日

本旧鈔本『論語』の資料的価値について新た

な可能性が提言できたことも、本研究の成果

の一つと言えよう。 

今次研究成果は、漆紙文書や儒教経典の出

土木簡数は数が限られたとしても、日本に残

る旧鈔本を用いることの可能性を提示した

ものといえよう。日本旧鈔本で多くのテキス

トが残されている『詩経』、『尚書』について

は、中国では先秦・漢代の出土資料があり、

隋唐期の敦煌出土テキストがあるため、本研

究の方法論を用いて先秦・漢・隋唐・宋以降

という断代テキストが確定できる可能性が



ある。また本研究ではテキストの文字の異同

が解釈の異同にまで影響を及ぼす例を『詩

経』に見える「緝煕」の解釈をめぐって論じ

た。この成果は、今後、本研究で得られた方

法で『詩経』『尚書』のテキストに応用した

場合の成果、つまり従来のテキストクリティ

ークが、阮元の校勘記や旧鈔本の異同が単に

唯一の原テキストの存在を前提としていた

ものが、時代によって並立するテキスト群が

存在したことを示唆するものである。またそ

の並列テキストの存在が今古文問題の内容

である可能性が高いことを示した研究意義

は大きいものと思われる。 
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